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景気底入れ期待につながった米フィラデルフィア連銀指数 

米国株式市場で、NYダウは４日ぶりに反発しました。前日までの３日間で300ドル近くも下落してい

たことから自立反発した面と、経済指標で好材料が出たことによる買い安心感が株式相場を支えました。 

米新規失業保険申請件数は60.8万件（市場予想は60.4万件）でしたが、失業保険継続受給者数は

668.7万人（市場予想は684.0万人）と22週間ぶりに減少、減少幅は2001年11月以来、最大でした。米６

月フィラデルフィア連銀業況指数は▲2.2となり、業況判断の分かれ目であるゼロを９ヶ月連続で割り

込みました。しかし、前月（▲22.6）からは大幅に改善しており、市場予想（▲17.0）も大きく上回り

ました。内訳を見ても、新規受注が▲4.8と前月の▲25.9から大幅改善、2008年9月の水準まで回復した

ほか、出荷も2.1と2008年5月以来のプラスでした。5月景気先行指数も前月比+1.2％と5年ぶりの高い伸

びを示し、市場予想（+1.0％）も上回りました。マーケットではこれらの結果を受けて、景気回復期待

が広がり、株高につながりました。 

一方、米財務省は、来週実施する国債入札の金額を発表しました。23日に２年債400億ドル、24日に

５年債370億ドル、25日に７年債270億ドルとなっており、総額1,040億ドルと過去最大規模になります。

米国債券は景気後退リスクの低下と国債供給過剰懸念から売られて長期金利は上昇、ドル買いの流れと

なりました。 

 

相場を下支えしていた環境関連株物色に一服感 

国内株式市場は、米国市場における景気底入れ期待の流れを受けて堅調にスタートしました。1ドル

＝96円台後半まで円安が進んだことが株価にはプラス材料となったほか、外資系証券会社が銀行株の格

付けを引き上げて銀行株が堅調に推移したことも相場を押し上げました。ただし、前場では一時9800円

を超える場面もあったものの、その後は伸び悩む場面も見られ、週末要因も加わって上昇に勢いは感じ

られませんでした。最近、相場を賑わせていた環境関連銘柄が、過熱感などから今日は一転して軒並み

下落して、利益確定売りやヘッジファンドなどによるショートの売りなどに押されました。環境関連株

は最近の物色のテーマとなっており、中小型株が最近の相場を下支えしてきました。しかし今日は中小

型株は相対的に軟調となっており、その一方で円高を好感した輸出関連や金融などの主力大型株が株価

指数の上昇を支えました。米国、国内ともに株式市場は反発しましたが出来高は少なく、本日の株価上

昇が本格的な景気底入れ期待を背景にしたものであるかというと疑問も感じます。環境関連株の大幅下

落についても、特別な悪材料がない中、ポジションを手仕舞う動きが要因のひとつとなっており、投資

家の迷いが窺われます。  

来週行われる過去最大規模の米国債入札が市場関係者の関心を集めています。入札が順調に行われな

かった場合は、長期金利の上昇につながる可能性があります。米国の長期金利上昇は米国景気に悪影響

を与えるのみならず、日本の金利にも影響するため、国内景気にとっても米国の長期金利の動向には注

視する必要があります。米長期金利上昇によって住宅ローン金利は押し上げられており、不安の種はく

すぶっています。こうした不安材料が払拭されない限り、足元でのもみ合い相場はしばらく続きそうで

す。                                          以上 


